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［はじめに］ 

我々は、広島大学東広島キャンパスの下水およびキャンパス下流の角脇調節池の環境放

射能調査を継続して行っている。この調査を通じて環境水中に存在する多様な微生物が

自然界に存在する放射性同位元素を菌体内に取込むなどして環境放射能動態に影響を与

えている可能性を考えた。そこで環境放射能動態について、生物学的視点から解析を行

うこととした。2011 年 3 月の福島第一原子力発電所事故で、特に Cs-137 が注目されてい

る。Cs-137 は Cs の同位体であり化学的性質は Cs と同じである。環境中の微生物がその

菌体内に取込み、蓄積した状態で環境中を移行することで環境中の Cs-137 の動態に影響

を与えている可能性を考えた。そこで Cs を中心とした金属元素の微生物における影響を

解析することにした。 

［結果および考察］ 

これまでの結果で、（池水と比較して）下水には微生物が豊富に存在していることを確

認している。この下水サンプルを用いて、Cs の他に Na、K および Li の塩化物を固体培地

中に添加して、下水中の微生物のコロニーの形成状況を確認した。その結果いずれの元

素を用いたときでも、その添加量を上げるに従いコロニー形成数は減少した。 

Cs と Li を用いたとき、培地中に 0.5%(w/v)で添加したとき、コロニー形成数の減少が

確認され、2.0%(w/v)でコロニーの形成を阻害した。一方で、Na や K はこれらと比較して

その影響は緩やかで、添加割合が 2.0%(w/v)を超える当たりから形成数の減少が確認され

た。これにより、Cs と Li は Na や K と比較して、微生物により影響を与えていることが

分かった。また本実験系において、Cl による影響は無いか小さいものであると判断した。 

CsCl と LiCl について詳細に解析を行った。その結果、CsCl では固体培地中に

0.01mol/L の濃度でコロニー形成数に影響を及ぼした。一方で LiCl は CsCl よりも影響は

弱く、0.1mol/L でその影響を確認する事ができた。これにより Cs は Li よりも微生物へ

の影響が強いことが示唆された。Na と K は必須元素として知られており、細胞外への排

出機構についても解析されている。一方で Cs は細胞外への排出効率が Na や K と比較し

て悪く、K と一緒に菌体内に取り込まれ、その体内に蓄積したことにより影響を受けたも

のと考えられる。 

Cs や Li を添加して生育した微生物群について 16S rDNA 配列を用いた解析を行った結

果、これらの元素に対する耐性は微生物種により異なる可能性が示唆された。Cs の影響

を受けにくい微生物種はその菌体内に Cs を蓄積して活動することが可能と考えられ、蓄

積した状態で雨水などにより環境中を移動することで環境中の放射能動態に影響を及ぼ

していると考えられる。Cs や Li などの蓄積性（耐性）やその機構と微生物種の関係につ

いて詳細な解析を行う予定である。 

（なお、Cs-137 が 0.01mol/L のとき、放射能に換算すると約 4.4×109 Bq/L となり、本

実験で使用した Cs の量は、東京電力福島第一原子力発電所事故で放出された量よりも、

大量になることを付け加えておく。） 
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